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上、2018 年 1月 16 日、10:30 より一時間半にわたって行なわれた。まず主査から、論文
の中心をなすと思われる「超越論的本質学」「モナドと目的論」「言語ゲーム」などの重要
概念について説明が求められ、そのあと各委員から、領域の専門用語の理解度や論文
の中心動機などについて、さまざまな角度から質問がなされた。事前の論文精読におい
て、各委員から本論文の動機と説得力について高い評価が与えられていたが、これに
ついて本人から直接その理解度の感触をうるべく質問がなされた。とくに社会構成主義
と本質主義の関係については、この論文の核心点の一つでもあり、踏み込んだ議論が
行なわれたが、問題領域についての上述したような論者の着実な理解と明確な動機が
よく伺われるものであった。
委員から二点修正の要請があったが、これに応じた論文の修正が行なわれたことは
すでに確認されている。また、ithenticate による確認もなされている。
以上のような口頭試問の結果、三委員ともに、本論文が博士学位請求論文としての水
準を十分に満たしているという判断で一致し、これを受理することに全員一致で合意し
た。
